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(57)【要約】
　紫外光または可視光の放射透過放電フラットランプ（
１００）であって、前記放射を透過する材料で作られた
、互いに実質的に平行に維持され、気体（７１）で満た
された内部空間（１０）を画定する平坦、または実質的
に平坦な第一および第二のガラスエレメント（２、３）
と、前記第一ガラスエレメントの一つ以上の主面に関係
付けられ、本質的に細長くかつ互いに実質的に平行で、
実質的に一定の幅ｄ１を有する中間電極空間と呼ばれる
少なくとも一つの空間により分離され、異なる電位であ
ることが可能でＡＣ電圧（Ｖ１）を供給することが可能
な少なくとも一つの第一電極（４１ａ）および少なくと
も一つの第二電極（５１ａ）とを備え、前記ランプが、
前記第二ガラスエレメントの主面（３１）に関係付けら
れ、投影において電極間空間の少なくとも一部を占め、
ある電位（Ｖ０１）にある少なくとも一つの第三電極（
４２ａから４２ｊ）をさらに含む放電フラットランプ（
１００）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外線又は可視光の放射を透過する放電フラットランプ（１００から１０００）であっ
て、
　互いに実質的に平行に維持され、気体（７１から７１０）で満たされた内部空間（１０
）を画定する平坦または実質的に平坦な第一および第二ガラスエレメント（２、３）であ
って、第一および／または第二ガラスエレメントが前記放射を透過する材料からできてい
るものと、
　前記第一ガラスエレメントの一つ以上の主面（２１、３１）に関連付けられ、本質的に
細長くかつ互いに実質的に平行で、かつ実質的に一定なある幅ｄ１を有する中間電極空間
と呼ばれる少なくとも一つの空間により分離され、異なる電位に置くことができ、そして
ＡＣ電圧（Ｖ０１からＶ１０）を供給することが可能な、少なくとも一つの第一電極（４
１ａから４１ｊ）と少なくとも一つの第二電極（５１ａから５１ｊ）とを備え、
　前記ランプが、前記第二ガラスエレメントの主面（３１、３２）に関連付けられ、かつ
投影において電極間空間の少なくとも一部を占め、ある電位（Ｖ０１からＶ１０）を有す
ることのできる少なくとも一つの第三電極（４２ａから４２ｊ）をさらに備えることを特
徴とする、放電フラットランプ（１００から１０００）。
【請求項２】
　前記電位（Ｖ０１からＶ０５）がＤＣ電位である、請求項１に記載の放射透過フラット
ランプ（１００から５００）。
【請求項３】
　第三電極（４２ａから４２ｊ）の投影が、電極間空間の少なくとも５０％、好ましくは
少なくとも８０％を占める、請求項１または請求項２に記載の放射透過フラットランプ（
１００から１０００）。
【請求項４】
　前記第一、第二および第三電極（４１ｂ、５１ｂ、４２ｂ）が互いに平行なバンドを主
として形成し、前記第一および第二電極が実質的に同じ幅Ｉ１を有し、単数もしくは複数
の第三電極が幅Ｉ２を有し、幅Ｉ１とＩ２とが実質的にｄ１と同じで等しい、請求項１～
３のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（２００）。
【請求項５】
　前記第一、第二および第三電極（４１ｄから４２ｄ）が互いに平行なバンドを主として
形成し、前記第一および第二電極が実質的に同じ幅Ｉ１を有し、単数もしくは複数の第三
電極が幅Ｉ２を有し、幅Ｉ１とＩ２が実質的に同じで、Ｉ１のｄ１に対する比が１より大
きい、請求項１～３のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（４００）。
【請求項６】
　前記第一、第二および第三電極（４１ｃから５２ｃ）が互いに平行なバンドを主として
形成し、前記第一および第二電極が実質的に同じ幅Ｉ１を有し、前記第三電極は幅Ｉ２を
有し、かつ実質的に一定の幅ｄ３を有する少なくとも一つの電極間空間により隔離されて
おり、合計Ｉ１＋ｄ１と合計Ｉ２＋ｄ３とが実質的に等しく、Ｉ１は１より大きくかつｄ
１はｄ３より小さい、請求項１～３のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（３
００）。
【請求項７】
　前記第三電極（４２ａ、４２ｃ）が前記主面（３１）の全体を実質的に覆う、請求項１
～３のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（１００、５００）。
【請求項８】
　単数もしくは複数の前記第三電極（４２ｅ）が照度調整もしくは低照射率機能を有する
かもしくはフラットランプに関連する光電子工学要素の電極を形成する、請求項１～７の
いずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（５００）。
【請求項９】
　本質的に細長い前記ガラスエレメント（３）の主面（３１、３２）に関連し、かつ単数
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もしくは複数の前記第三電極（４２ｆから４２ｊ）に対し実質的に平行な少なくとも一つ
の第四電極（５２ｆから５２ｊ）を備え、前記第三および第四電極が異なる電位にあり得
かつＡＣ電圧を負荷できる、請求項１に記載の放射透過フラットランプ（６００から１０
００）。
【請求項１０】
　第三電極（４２ｆから４２ｊ）および／または第四電極（５２ｆから５２ｊ）の投影が
前記電極間空間を少なくとも部分的に占める、請求項９に記載の放射透過フラットランプ
（６００から１０００）。
【請求項１１】
　第三電極（４２ｆから４２ｆ）および／または第四電極（５２ｆから５２ｊ）の投影が
前記電極間空間の実質的な全体を占める、請求項９または請求項１０に記載の放射透過フ
ラットランプ（６００から１０００）。
【請求項１２】
　前記第一、第二、第三および第四電極（４２ｆから５２ｊ）が主として互いに平行なバ
ンドを形成し、前記第一および第二電極が実質的に同じ幅Ｉ１を有し、前記第三および第
四電極が実質的に同じ幅Ｉ２を有し、かつ幅ｄ２を有するもう一つの電極間空間により隔
離されている、請求項９～１１のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（６００
から１０００）。
【請求項１３】
　合計Ｉ１＋ｄ１が合計Ｉ２＋ｄ２に実質的に等しい、請求項９～１１のいずれか一項に
記載の放射透過フラットランプ（６００から１０００）。
【請求項１４】
　前記幅Ｉ１とＩ２とが実質的に同じであり、かつ幅ｄ１とｄ２と等しい、請求項１２ま
たは請求項１３に記載の放射透過フラットランプ（６００）。
【請求項１５】
　前記幅Ｉ１とＩ２とが実質的に同じで、前記幅ｄ１とｄ２とが実質的に同じで、かつＩ
１のｄ１に対する比が１よりも大きい、請求項１２または請求項１３に記載の放射透過フ
ラットランプ（７００、８００、９００）。
【請求項１６】
　合計Ｉ１＋ｄ１が合計Ｉ２＋ｄ２に実質的に等しく、Ｉ１はＩ２よりも大きく、かつｄ
１はｄ２よりも小さい、請求項１２または請求項１３に記載の放射透過フラットランプ（
１０００）。
【請求項１７】
　前記第一および第二電極（４１ａから５２ｊ）の幅が０．５ｃｍに等しい、請求項１～
１６のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（１００から１０００）。
【請求項１８】
　前記投影が、対応する電極間空間と中心が合っている、請求項１～１７のいずれか一項
記載の放射透過フラットランプ（２００、３００、６００、８００）。
【請求項１９】
　前記投影が、対応する電極間空間の中心から外れている、請求項１～１７のいずれか一
項に記載の放射透過フラットランプ（４００、７００、９００）。
【請求項２０】
　前記ランプが前記第一および第二ガラスエレメント（２、３）を介する前記放射を透過
する、請求項１～１９のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（１００、４００
、６００、８００、９００、１０００）。
【請求項２１】
　前記透過に差がある、請求項２０に記載の放射透過フラットランプ（１０００）。
【請求項２２】
　前記第一および第二電極（４１ｂ、５１ｄ）および／または単数もしくは複数の前記第
三電極（４２ｄ、４２ｇ）が前記内部空間（１０）内に配置されている、請求項１～２１
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のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（４００、７００）。
【請求項２３】
　前記第一および第二電極および／または単数もしくは複数の前記第三電極が、前記内部
空間（１０）の外に配置され、かつ前記第一または第二の対応するガラスエレメント（２
、３）、他のガラスエレメントおよび／または少なくとも一つのプラスチックから選択さ
れる誘電体要素（１４ａから１５’ｊ）によって被覆されているかもしくはそれに組み込
まれている、請求項１～２１のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ（１００か
ら３００、５００、６００、８００、１０００）。
【請求項２４】
　前記ＡＣ電圧（Ｖ１からＶ１０’）が、好ましくは負荷サイクルが少なくとも５％で、
正弦状、正弦アーチ状および／またはパルス状である、請求項１～２３のいずれか一項に
記載の放射透過フラットランプ（１００から１０００）。
【請求項２５】
　前記第一および前記第二電極（４１ｆ、５１ｆ、４１ｊ、５１ｊ）および／または単数
または複数の前記第三電極（４２ｆ、５２ｆ）が、本質的に細長い導電性形体の一つ以上
の配列の形をしている、請求項１～２４のいずれか一項に記載の放射透過フラットランプ
（６００、１０００）。
【請求項２６】
　前記配列が、導電性要素の一定の幅Ｉ４および導電性要素間のピッチｐ１により画定さ
れ、前記ｐ１は５μｍと２ｃｍとの間で、幅Ｉ４は１μｍと１ｍｍとの間である、請求項
２５に記載の放射透過フラットランプ（６００、１０００）。
【請求項２７】
　前記幅Ｉ４の前記ピッチｐ１に対する比が５０％に等しいかもしくはそれ未満である、
請求項２５または請求項２６に記載の放射透過フラットランプ（６００、１０００）。
【請求項２８】
　前記第一および第二電極および／または単数もしくは複数の前記第三電極が、透明な導
電性膜で作られるか、または全体的な透明度に適応している、請求項１～２４のいずれか
一項に記載の放射透過フラットランプ（１００から１０００）。
【請求項２９】
　前記ランプが、下記の部品の少なくとも１つ：照明壁、照明タイル、照明ガラスユニッ
ト、照明窓、ディスプレイまたは表示パネル、冷蔵庫の棚、発光ラック、液晶スクリーン
装置のバックライトの部品、である、請求項１～２８のいずれか一項に記載の放射透過フ
ラットランプ（１００から２００、４００から１０００）。
【請求項３０】
　前記ランプが、下記の製品の少なくとも１つ：日焼けランプ、または表面、空気もしく
は水の殺菌装置、である、請求項１～２８のいずれか一項に記載の放射透過フラットラン
プ（３００）。
【請求項３１】
　請求項１～３０のいずれか一項に記載のランプを組み込んだ家庭用電気製品。
【請求項３２】
　請求項１～２９のいずれか一項に記載の可視光放射透過ランプの装飾もしくは建築照明
および／またはディスプレイ機能への使用。
【請求項３３】
　請求項１～２８のいずれか一項に記載の紫外線放射透過ランプの下記の分野：美容、電
子製品、食品用、日焼けランプ、表面や空気または水、水道水、飲料水、プールの水の殺
菌または消毒用、特に活性フィルムを堆積する前の表面処理用、重合又は架橋タイプの光
化学プロセスの活性化用、紙の乾燥用、蛍光材料に基づく分析用、光触媒材料の活性化用
での使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明はフラットランプの分野に関し、特に共面放電フラットランプとこれらランプの
使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、液晶（ＬＣＤ）装置のバックライトの製造、または装飾もしくは建築用
照明器具として使用されるフラットランプは、一般に数ミリメートルの短い間隔で離され
密封された二枚のガラスを含んでいる。その内部空間は減圧されたガスを含んでおり、そ
れにより紫外線（ＵＶ）を発光し、ガラス板の内面を被覆し可視光を発光する蛍光体材料
を励起する。
【０００３】
　また、ＵＶランプは、発光ガスまたはＵＶを放射する蛍光体材料からの紫外線を透過す
るガラスを選択することにより形成することができる。
【０００４】
　従来のフラットランプ構造では、ガラス板の一枚が、主として互いに平行な導電バンド
形状の電極をその内面に有している。ある場合、二つの隣り合う電極は陰極と陽極を構成
し、それらの間でいわゆる共面放電、すなわち支持ガラスシートに抱きつく方向への放電
、を引き起こす。
【０００５】
　この共面放電を発生させるため、立ち上がり時間の短い、通常は矩形の連続パルスを供
給する高周波電源が用いられる。
【０００６】
　また、この共面放電が均一（即ち、フィラメントが無い）状態になる際の負荷サイクル
（パルス列時間に対する導通時間の割合に相当する）は約４％と非常に短く、この達成は
技術的に複雑でまた高価であるとされている。
【０００７】
　従来のランプにおいて、より長い負荷サイクルを有するパルス列での均一放射を保証す
るためには、発光面に光拡散器を組み合わせることが必要となる。このようにするとフラ
ットランプの製造がまた複雑になる。その上、重量と共に厚さが増加する。さらに、この
方法はＵＶランプには容易に置き換えることができない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、均一放電を行うフラットランプを提供することにある。フラットラン
プの適用範囲を広げ、産業上の制約に適合させるためには、これらのランプの製造及び供
給を容易にし、また特に、立ち上がり時間および／または負荷サイクルの観点における供
給信号の選択に関する前述の制約を取り除く必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的を達成するため、本発明は、紫外光または可視光の放射を透過する平板放電ラ
ンプであって、
　少なくとも何れか一つが前記放射を透過する材料で作られ、互いに実質的に平行に保た
れ、気体で満たされる内部空間を画定した、第一および第二の平坦または実質的に平坦な
ガラスエレメントと、
　前記第一および第二ガラスエレメントの一つ以上の主面に関連付けられ、本質的に細長
くかつ互いに実質的に平行で、実質的に一定な幅ｄ１を有する電極間空間と呼ばれる少な
くとも一つの空間により隔離され、異なる電位に置くことが可能で、交流（ＡＣ）電圧を
供給することが可能な少なくとも一つの第一電極および少なくとも一つの第二電極とを備
え、
　前記ランプが、前記第二ガラスエレメントの主面にあって、投影が電極間空間の少なく
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とも一部を占め、ある電位を有した少なくとも一つの第三電極をさらに備えるランプを提
供する。
【００１０】
　本発明の出願人は、予想外のことではあったが、このように配置された単数もしくは複
数の第三電極が、放電均一性を達成する際の問題を効果的に解決することを発見した。
【００１１】
　作動時における単数もしくは複数の第三電極には、単に点火時のみ、好ましくは少なく
とも周期的に、より好ましくは恒久的に電気が供給される。
【００１２】
　特に、選択されたＡＣ電源（負荷サイクルの長い、または短い正弦波またはパルス）の
如何にかかわらず放電が均一に起こる。
【００１３】
　好ましくは、全ての電極が主としてバンドの形状にある。
【００１４】
　代わりに、第一および第二電極は、実質的に一定の電極間空間と幅を維持した、例えば
、有角、Ｖ字型、ジグザグまたは波型などの、より複雑で、非線形で、幾何学的な形状で
もよい。この代替形態において、単数もしくは複数の第三電極は、同じ構造（模様）を有
し、一つ以上の電極間空間を少なくとも部分的に満たすことが好ましい。
【００１５】
　電極の構成には大きな許容性（ラチチュード）がある、すなわち、
　第一および第二電極は、必ずしも第一ガラスエレメントの同一面に配置されていなくて
も良い。
　第一および第三電極は、実質的に平行でも交差しても良い。
　第一および第三電極は、長手または外縁線に平行であることが好ましい。
　第一電極の幅と第三電極の幅とは異なっても良い。
　第三電極の投影は、第一電極と第二電極との間の中心にあっても、そこから外れても良
い。
【００１６】
　例えば、第三電極は、第一電極に対して平行であり、少なくとも一つの第三電極が電極
間空間の方向を向く。
【００１７】
　第三電極は、第一電極に対して直交しても良く、また、第三電極の部分が同じ電極間空
間の方向を向く。二つの隣接する第三電極間の距離は、電極間空間の幅ｄ１と等しくても
異なっても良い。
【００１８】
　ランプは、大きくすることが可能で、その面積は少なくとも１ｍ2である。
【００１９】
　一つの面のみが放射を透過する一つのランプ構成において、例えば第一ガラスエレメン
ト、または本例では第二となるもう一つのガラスエレメントは、例えば不透明な、ガラス
セラミックス、あるいは非ガラス系誘電体であっても良い。部分的に半透明な特性は、ラ
ンプの位置付け、および／またはランプ動作の表示または検証の役割を果たす場合がある
。
【００２０】
　本発明によるランプ全体の透過率は、前記放射のおよそピーク時において、好ましくは
５０％以上、より好ましくは７０％以上、場合によっては８０％以上である。
【００２１】
　本発明の第一実施形態において、電位はＤＣ電位である。この電位は１０００Ｖ未満、
特に３００と５００Ｖの間、あるいは１００Ｖ未満とすることができる。電気的安全性の
ため単純な接地を行うことが推奨される。
【００２２】
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　この第一実施形態において、単数もしくは複数の第三電極の投影が、電極間空間の少な
くとも５０％、好ましくは少なくとも８０％、より好ましくは１００％を占めることが好
ましい。単数もしくは複数の第三電極の投影が前記空間をより大きく占めるほど均一性が
高まる。
【００２３】
　代わりに、第三電極は前記主面の全体を実質的に占めることもできる。
【００２４】
　一つの有利な実施形態では、第一、第二、および第三電極が互いに平行なバンドを主に
形成し、第一および第二電極は実質的に同じ幅Ｉ１を有し、第三電極が幅Ｉ２を有してい
る。
【００２５】
　この後者の実施形態においては、以下の構成が好ましい。
　幅Ｉ１とＩ２は実質的に同一で、幅ｄ１に等しい。
　幅Ｉ１とＩ２は実質的に同じであるため、Ｉ１のｄ１に対する比が１よりも大きく、例
えば、ｋを１よりも大きな整数とする場合、Ｉ１はｋｄ１に等しい。
　第三電極は、幅Ｉ２を有し、実質的に一定な幅ｄ３を有する少なくとももう一つの空間
によって隔離されており、合計値Ｉ１＋ｄ１は合計値Ｉ２＋ｄ３に実質的に等しく、ここ
で、Ｉ１は１より大きく、ｄ１はｄ３より小さく、例えばＩ１は、ｋ’を１よりも大きな
整数とした場合、ｋ’Ｉ２に等しく、ｄ３はＩ２もしくはそれ以上の値となる。
【００２６】
　単数もしくは複数の第三電極は、以下の追加的機能の一つ以上を有することができる。
すなわち、
　可視またはＵＶ領域での反射機能、
　照度調整または低照射率機能、
　その他、フラットランプに伴う光電子工学要素（特に多層系におけるエレクトロクロミ
ックまたは切替可能ミラー要素）の電極を形成し、さらに例えば数ボルトから１０ボルト
程度の適当な電位を選択することで可視光を放射し、例えば色、透明度、光透過率または
反射率を変化させる機能。
【００２７】
　本発明の第二実施形態において、ランプは、第二ガラスエレメントの主面上に少なくと
も一つの第四電極を備え、この第四電極は、本質的に細長く、単数もしくは複数の第三電
極と実質的に平行であり、これらの第三および第四電極にはＡＣ電源から異なる電位を供
給することができる。
【００２８】
　このようにして、第二の共面放電が形成され、それにより、輝度および／または発光効
率をさらに大幅にすることができる。
【００２９】
　単数もしくは複数の第四電極は、第一または第二電極の方向を向き、その投影を、第一
電極と、第二電極と、第一ガラスエレメントの一辺との間に配置することができる。
【００３０】
　より一般的には、第四電極は、電極間空間の少なくとも一部を占めることにより、放電
均一性の改善に寄与することができる。例えば、幅ｄ１は、この空間に向かって配置され
た第三電極と第四電極との間の幅よりもかなり大きい。
【００３１】
　また、有利なことに、第三および／または第四電極の投影が電極間空間の少なくとも一
部を占める。
【００３２】
　第三および／または第四電極の投影は、それに関連する電極間空間の５０％以上、より
好ましくは８０％以上、さらに好ましくは１００％を占める。
【００３３】
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　１００％の場合に光学的性能の増大が最適となる。発光効率は少なくとも３０ｌｍ／Ｗ
または４０ｌｍ／Ｗに達することができる。輝度は少なくとも１５００Ｃｄ／ｍ2、場合
によっては２５００Ｃｄ／ｍ2に達することも可能である。
【００３４】
　製造を容易にするため、第一、第二、第三および第四電極は、主として互いにバンドを
形成し、第一および第二電極は実質的に同じ幅Ｉ１を有し、第三および第四電極は実質的
に同じ幅Ｉ２を有し、幅ｄ２の電極間空間によって隔離されている。
【００３５】
　ずれを生じることなく、より良く全ての電極間空間を満たすように、合計Ｉ１＋ｄ１が
合計Ｉ２＋ｄ２に等しくなることが好ましい。
【００３６】
　第一の構成において、幅Ｉ１とＩ２は実質的に同じで、さらに幅ｄ１およびｄ２に等し
い。
【００３７】
　第二の構成では、幅Ｉ１とＩ２が実質的に同じで、幅ｄ１とｄ２が実質的に同一であり
、Ｉ１のｄ１に対する比が１よりも大きく、好ましくは５に等しいかもしくはそれ以上、
より好ましくは１０に等しいかもしくはそれ以上である。例えば、ｋを１より大きな整数
とした場合、Ｉ１はｋｄ１に等しい。
【００３８】
　第三の構成では、合計Ｉ１＋ｄ１が合計Ｉ２＋ｄ２に実質的に等しく、Ｉ１はＩ２より
大きく、ｄ１はｄ２より小さく、ｄ２はＩ２に等しいかもしくはそれ以上の大きさでも良
い。
【００３９】
　このような幅Ｉ１、Ｉ２，ｄ１およびｄ２の選択は、ＤＣ電位の第三電極を備える例示
的な実施形態にも勿論適用することが出来、この場合、ｄ２は隣り合う二つの第三電極間
の空間となる。
【００４０】
　ランプが比較的低い電圧で点灯し、輝度を増大させるようにプラズマを広げることがで
きるようにするため、第一および第二電極の幅ｄ１は０．５ｃｍより大きくすることが出
来、好ましくは１ｃｍ、さらに好ましくは４ｃｍとすることができる。
【００４１】
　本発明によるフラットランプは、その二つの主面を介して同時に照明を行うことのでき
る照明器具として使用され、また特にその構造は、一方で光の透過を制限する不透明また
は反射層を含まず、他方では光の透過を制限することができる。しかしながら、美観上の
理由、例えば、所望の形状を生み出すため、ランプの一面または面の一部から照明を除外
することも可能である。同様に、ランプ自体にスクリーン等を設けること、あるいは、最
終的に照明器具を設置する際にスクリーンを付随させることなどもまた可能である。
【００４２】
　また、ランプは第一および第二ガラスエレメントを介して前記放射を透過することが好
ましい。
【００４３】
　発光は同一でも、例えば、蛍光体の厚さを変化させるか、透明度の異なる電極材料を選
択するか、その他、不透明電極の異なる大きさを選定する等して差を持たせても良い。
【００４４】
　さらに、誘電体の厚さを減じこれによりＡＣ電圧の振幅を増大させるように、電極を内
部空間の中に配置しても良い。
【００４５】
　一つの有用な実施形態では、第一および第二電極、および／または単数もしくは複数の
第三電極を内部空間の外に配置する。
【００４６】
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　この構成では、電極に関連するガラスエレメントがイオン衝撃に対する電極の容量性保
護層として作用し、その結果、一定の厚さと優れた均一性を有する誘電体を形成するため
、ランプからの発光の均一放射が保証される。
【００４７】
　電極を、減圧されたプラズマガス下に置かれた筐体の外部に配置する場合、この構造は
ランプの製造コスト削減を可能にする。ランプの製造が容易になり、製造誤差も削減され
る。さらに、電源への接続が容易で、電気接続は気体を密封する筐体を貫通せずに行うこ
とができる。
【００４８】
　後者の実施形態では、内部空間の外の電極を、例えば、第一もしくは第二ガラスエレメ
ント、または他のガラスエレメント、および／または少なくとも一種のプラスチック、さ
らに場合によっては気体層を伴うガラスまたはプラスチックエレメントから選択される誘
電体要素で、少なくとも部分的に覆うまたはこれらに組み込むことができる。
【００４９】
　誘電体の種類および形状には様々なものがある。この誘電体要素は、絶縁性の、真空ま
たはアルゴン充填ガラスはめユニット、または単一の空洞を有するガラスはめユニットの
一部として形成しても良い。十分な厚さを有した単純光沢として使用することもできる。
【００５０】
　誘電体要素は、機械的もしくは化学的保護、および／または積層中間層の形成、および
／または、例えば電極を有する空間に手が届き易い場合などに応じて十分な絶縁体として
機能する。
【００５１】
　このように、第一電極（または、単数もしくは複数の第三電極）は、様々な形状で第一
（または、第二ガラスエレメント）に関連付けられる。これらを前記要素に組み込むか、
外面に直接堆積するか、誘電体要素上に堆積した後、第一（または第二）ガラスエレメン
トの外面に電極が押し付けるように接合することができる。
【００５２】
　また製造時に単に挿入するか、誘電体の一つに組み合せたアッセンブリを第一（または
第二）ガラスエレメントに接合することにより、電極を第一誘電体と第二誘電体との間に
挟み込むことができる。
【００５３】
　第一例として、第一誘電体は積層中間層であり、第二誘電体はガラス製バックプレート
、または、好ましくは透明な硬いプラスチックである。
【００５４】
　第二例として、電極を二つの積層中間層の間の好ましくは薄い、例えばプラスチックフ
ィルムまたは薄いガラス板の誘電体上に形成する。
【００５５】
　変形例として、第一（または第二）ガラスエレメントと、例えば積層中間層である第一
誘電体との間に電極を配置することもできる。
【００５６】
　従って、これら第一および第二エレメントは、例えばガラス、または（剛体、モノリシ
ック構造、積層材などの）プラスチックエレメント、および／または、ガラス製品に接着
して組み立てることのできる他の樹脂などと様々に組み合わせて形成することができる。
適切なプラスチックの例は以下の通りである。
【００５７】
‐　エチレン／ビニルアセテート（ＥＶＡ）共重合体など、可塑剤を用いない軟質で熱可
塑性のポリウレタン（ＰＵ）。これらのプラスチックは、例えば厚さが０．２ｍｍと１．
１ｍｍとの間、特に０．３ｍｍと０．７ｍｍとの間、の粘着性積層中間層フィルムとして
機能し、任意に、これらのプラスチックの厚さの中に電極を組み込むか、電極を支持して
も良い。
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【００５８】
‐　硬質ポリウレタン（ＰＵ），ポリカーボネート、またはポリメチルメタクリレート（
ＰＭＭＡ）などのアクリレート。これらのプラスチックは、任意に電極を支持した、硬質
プラスチックとして特に使用される。
【００５９】
　また、ＰＥ、ＰＥＮ、ＰＶＣ、またはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）を使用す
ることも可能で、後者も電極を支持し、特に１０μｍから１００μｍと厚さ薄くすること
ができる。勿論必要に応じ、使用される各種プラスチック間の適合性、特に良好な接着性
、を確保する手段を講じる。
【００６０】
　電極をアッセンブリ面と反対の側に支持したシートを使用することも可能である。また
任意に同様のシートを電極の保護に使用することもできる。
【００６１】
　勿論、ランプの発光面側に配置する場合には、上記の誘電体要素を（可視または紫外の
）放射に対し実質的に透明となるように選定する。
【００６２】
　好適な実施形態において、設計の容易さと製造コスト低減のため、ＡＣ電圧は、負荷サ
イクルが少なくとも５％、好ましくは少なくとも１０％で、正弦または正弦状アーチのパ
ルス形状とする。
【００６３】
　説明のため、ＶａおよびＶｂをそれぞれ第一および第二電極のＡＣ電圧とする。信号Ｖ
ａ（ｔ）は－Ｖａと＋Ｖａの間に、また信号Ｖｂ（ｔ）は－Ｖｂと＋Ｖｂの間にある。
【００６４】
　例えば、選ばれた圧力に応じてＶａを５００Ｖと１０００Ｖの間に選定し、Ｖｂを０Ｖ
と２００Ｖの間に選定する。より詳しくは、Ｖｂは接地されているか、または信号Ｖｂ（
ｔ）は信号Ｖａ（ｔ）と反対の位相となっている。
【００６５】
　二重放電を行う一つの実施形態において、ＶｃとＶｄをそれぞれ第三および第四電極の
電圧幅とする。
【００６６】
　単純化のため、ＶｃをＶａ（またはそれぞれＶｂ）に等しく、またＶｄをＶｂ（または
それぞれＶａ）に等しくすることが好ましい。
【００６７】
　パルスの波形はどの様なものでも良く、正および／または負、さらには０ではない基準
レベルを有しても良い。
【００６８】
　周波数に関しては、１０ｋＨｚと１００ｋＨｚと間の周波数を選定しても良い。
【００６９】
　さらに、第一と第二電極および／または第三と第四電極を透明または半透明とし、特に
照明分野の用途においては、例えば導電性金属酸化物、特にフッ素をドープした酸化スズ
（Ｓｎ０2：Ｆ）、またはインジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）混合物で作製する。
【００７０】
　電極は例えば固体電極である。電極は、特に導電性接触ワイヤ（平行ワイヤ、編組ワイ
ヤなど）または接着されたリボン（銅製など）から形成するか、または、液体堆積、真空
堆積（マグネトロンスパッタリング、蒸着）、熱分解（粉体または気体）もしくはスクリ
ーン印刷など、当業者公知の方法により堆積する。バンドを形成するためには、特にマス
キング法を採用することが可能で、所望の分布を直接形成する、またはレーザー切断や化
学的もしくは機械的エッチングにより均一な被覆を形成する。
【００７１】
　また、各電極は、例えば、（細いバンドになぞらえた）導線または実際のワイヤ等、原
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則的に細長い導電体の列の形状でも良い。形状は実質的な直線、または波形、またはジグ
ザグ状などとすることができる。
【００７２】
　この配列は、各形体間のピッチｐ１（複数ピッチの場合には最小ピッチ）と形状の幅Ｉ
４（複数幅の場合には最大幅）によって定義される。形体の二つの列は交差しても良い。
これらの配列を特に格子状、織物状または布状にすることもできる。これらの形体は、例
えばタングステン、銅またはニッケル等の金属で作製される。
【００７３】
　全体的な透明度（紫外領域または可視領域）を下記により確保することができる。
‐　例えば、電極幅Ｉ１（またはＩ２）を制限した、特に薄膜の、不透明性電極材料を使
用すること、および／または
‐　所望の透明度に応じ、幅Ｉ４および／またはピッチｐ１、さらに、任意として幅Ｉ１
（またはＩ２）および／またはｄ１を適応させた導電性形体の配列を用いること。
【００７４】
　このようにして、幅Ｉ４のピッチｐ１に対する比率を５０％以下、好ましくは１０％以
下、より好ましくは１％以下にすることができる。
【００７５】
　例えば、ピッチｐ１を５μｍと２ｃｍの間、好ましくは５０μｍと１．５ｃｍの間、さ
らに好ましくは１００μｍと１ｃｍの間とし、幅Ｉ４を１μｍと１ｍｍの間、好ましくは
１０μｍと５０μｍの間とすることができる。
【００７６】
　例えば、プラスチックシート、例としてＰＥＴタイプのプラスチックシート上に形成さ
れたピッチｐ１が１００μｍ、幅Ｉ４が１０μｍの導電性配列を使用するか、または、特
にＰＶＢもしくはＰＵ製の積層中間層内に少なくとも部分的に組み込まれたピッチｐ１が
１ｍｍと１０ｍｍの間、特に３ｍｍで、幅Ｉ４が１０μｍと５０μｍの間、特に２０μｍ
と３０μｍの間の導電性ワイヤ列を使用する。
【００７７】
　ｄ１のＩ１に対する比（または、ｄ２のＩ２に対する比、またはｄ３のＩ３に対する比
）を、所望の（ＵＶ又は可視光）透明度に従って調整し、これらの比を好ましくは５０％
以下、好ましくは２０％以下にすることができる。
【００７８】
　さらに、本発明によるランプには蛍光体を用いなくても良い。
【００７９】
　例えばスクリーン光など可視光を発光する気体には、希ガス（ヘリウム、ネオン、アル
ゴン、クリプトン、キセノン）または他の気体（空気、酸素、窒素、水素、塩素、メタン
、エチレン、アンモニアなど）およびこれらの混合気が使用される。
【００８０】
　単数もしくは複数の気体は色に応じて選定され、例えば、オレンジにはネオン、青には
キセノン、ピンクにはヘリウム、緑の場合はキセノンと２原子酸素、紫にはアルゴンが用
いられる。
【００８１】
　このように、（透明電極と透明ガラスエレメントを用いて）「オフ」時には透明で、「
オン」時には光ってプライバシー効果を与える壁を作製することが可能である。
【００８２】
　本発明のランプは、例えば第一および／または第二ガラスエレメントの内面を、部分的
または完全に覆う少なくとも一つの蛍光体を含んでも良い。
【００８３】
　蛍光体は可視光または紫外線を放射し、またそれ自体を透明にすることもできる。
【００８４】
　例えば、二つのうち少なくとも一つのガラスエレメント内面の全てまたは一部を、可視
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光を放射する蛍光体材料で覆うことができる。このように、電極がランプの体積全体で放
電を行う場合においても、ある領域に蛍光体を差異分配することにより透明領域に並置す
る照明領域を構成し、当該領域のみでプラズマから可視光放射へのエネルギー変換を行う
ことができる。これらの領域において、装飾的な形体や、ロゴ、商品名の表示等を形成し
ても良い。
【００８５】
　蛍光体材料には様々な色に渡る照明色を決定するように選定または適合できる利点があ
る。
【００８６】
　可視光を放射する本発明のランプは、装飾、建築、地域および産業用照明、特に壁掛け
式照明壁または照明タイルなど平坦な照明器具を形成するのに有用である。また、例えば
教示用パネルを形成するなど、ディスプレイもしくは表示機能を持たせることも可能であ
る。
【００８７】
　さらにランプを照明窓、展示ケース、ラック部品、冷蔵庫の棚、あるいは液晶表示装置
のバックライトとして使用しても良い。
【００８８】
　気体は、例えばキセノンＸｅまたはＡ／Ｘｅから選択され、ここでＡはＮｅ，Ｈｅ，Ａ
ｒでありＡの比率は０から９０％である。圧力は１０ｍｂと１０００ｍｂとの間、好まし
くは１００ｍｂから２００ｍｂの如何なる値でも良い。
【００８９】
　紫外線を放射する本発明のランプは、美容、電子製品、食品用、日焼けランプ、表面や
空気または水（水道水、飲料水、プールの水）の殺菌、消毒、特に活性フィルムを堆積す
る前の表面処理、重合や架橋など光化学プロセスの活性化、蛍光分析、光触媒材料の活性
化、などの分野で使用することができる。
【００９０】
　ガラスエレメント、または紫外線を透過するエレメントの材料は、石英、シリカ、フッ
化マグネシウム（ＭｇＦ2）またはフッ化カルシウム（ＣａＦ2）、ホウケイ酸ガラス、ま
たはＦｅ2Ｏ3が０．０５％未満のガラス、から選択することが好ましい。
【００９１】
　例をあげると、３ｍｍ厚の場合：
【００９２】
‐　フッ化マグネシウムまたはフッ化カルシウムは、紫外領域、即ちＵＶＡ（３１５と３
８０ｎｍとの間）、ＵＶＢ（２８０と３１５ｎｍとの間）、ＵＶＣ（２００と２８０ｎｍ
との間）およびＶＵＶ（１０と２００ｎｍとの間）、を８０％以上、場合によっては９０
％を透過する。
【００９３】
‐　石英およびある高純度のシリカは、ＵＶＡ、ＵＶＢおよびＵＶＣ帯域で８０％以上、
場合によっては９０％を透過する。
【００９４】
‐　例えばＳｃｈｏｔｔ社製のＢｏｒｏｆｌｏａｔ（登録商標）などのホウケイ酸ガラス
は、ＵＶＡ全帯域に渡って７０％以上を透過する。
【００９５】
‐　Ｆｅ2Ｏ3が０．０５％未満のソーダ石灰シリカガラス、特にＳａｉｎｔ－Ｇｏｂａｉ
ｎ社製のＤｉａｍａｎｔ（登録商標）ガラス、Ｐｉｌｋｉｎｇｔｏｎ社製のＯｐｔｉｗｈ
ｉｔｅ（登録商標）ガラス、Ｓｃｈｏｔｔ社製のＢ２７０ガラスは、ＵＶＡ全帯域に渡っ
て７０％以上、場合によっては８０％を透過する。
【００９６】
　また、Ｓａｉｎｔ－Ｇｏｂａｉｎ社が販売するＰｌａｎｉｌｕｘ（登録商標）ガラス等
のソーダ石灰シリカガラスは、３６０ｎｍを越える帯域で８０％超を透過する。これはあ



(13) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40

る種の建築やある種の用途に十分な値である。
【００９７】
　ＵＶＡ帯域、場合によってはＵＶＢ帯域、での放射を選定することにより上述のＵＶラ
ンプを以下の用途に使用することができる。
　日焼け用ランプ（施行標準によればＵＶＡ９９．３％、ＵＶＢ０．７％）、
　例えば、特に接着剤等の重合もしくは架橋、または紙の乾燥などの光化学活性化プロセ
ス用ランプ、
　核酸やたんぱく質分析用のゲル状態で使用される臭化エチジウム等、蛍光材料の活性化
用ランプ、
　例えば冷蔵庫やごみの消臭用光触媒材料活性化用ランプ。
【００９８】
　ＵＶＢ放射を選定することで、ランプは皮膚中のビタミンＤの形成を促進する。
【００９９】
　ＵＶＣ放射を選定することで、特に２５０ｎｍから２６０ｎｍの間の殺菌効果により、
空気、水、および表面の殺菌／消毒に、上述のＵＶランプを用いることができる。
【０１００】
　オゾン発生のため遠ＵＶＣ放射、好ましくはＶＵＶ放射を選ぶことにより、上述のＵＶ
ランプを、表面処理、特に電子分野、半導体分野等における活性フィルム堆積の前処理に
使用することができる。
【０１０１】
　電極は、紫外線を透過する材料で作製するか、（材料が紫外線を吸収または反射する場
合）紫外線を全体的に透過するように配列することができる。
【０１０２】
　紫外線を透過する電極材料は、例えば厚さ１０ｎｍ程度の金薄薄膜、または例えば０．
１から１μｍ厚の、例えばカリウム、ルビジウム、セシウム、リチウムのようなアルカリ
金属薄膜、または２５％ナトリウム／７５％カリウム合金等の合金でも良い。
【０１０３】
　紫外線の少なくとも３６０ｎｍ未満の領域で比較的不透明な材料の例には、銀、銅、ア
ルミニウム、またはフッ素をドープしたスズ酸化物（Ｓｎ０2：Ｆ）またはインジウムス
ズ酸化物（ＩＴＯ）混合物などがある。これは、例えば、Ｓｎ０2：Ｆで被覆した厚さ４
ｍｍのソーダ石灰シリカガラスが、３６０ｎｍから３８０ｎｍの帯域の約６０％を透過す
るためである。
【０１０４】
　本発明のＵＶフラットランプ構造において、内部空間の気圧はおよそ０．０５から１ｂ
ａｒとすることができる。例えば特にキセノン、水銀またはハロゲン化合物など前記紫外
線を効率的に発光する気体、あるいは、ネオン、ヘリウム、キセノン、アルゴン等の希ガ
ス、ならびにハロゲン、場合によっては空気や窒素等の容易にイオン化してプラズマを形
成する気体（プラズマガス）、などの気体または混合気体を使用することができる。
【０１０５】
　ハロゲンを一種類以上の希ガスと混合する場合、ハロゲン含有量は１０％未満、例えば
４％に選定する、ハロゲン化合物を使用することも可能である。希ガスとハロゲンは、環
境条件の影響を受けない点で有利である。
【０１０６】
　表１は特に有効なＵＶ発光ガスの放射ピークを示す。
【０１０７】
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【表１】

【０１０８】
　特に蛍光体の中にはＶＵＶ放射に露光すると、ＵＶＣ帯域で発光するものがある。例え
ば、水銀や希ガスからの２００ｎｍ未満のＶＵＶ放射により励起した蛍光体は２５０ｎｍ
の紫外線を発光する。
【０１０９】
　またＶＵＶ放射に露光すると、ＵＶＡまたは近ＵＶＢで発光する蛍光体もある。ＹＢＯ

3：Ｇｄ、ＹＢ2Ｏ5：Ｇｄ、ＬａＰ3Ｏ9：Ｇｄ、ＮａＧｄＳｉＯ4、ＹＡl3（ＢＯ3）4：Ｇ
ｄ、ＹＰＯ4：Ｇｄ、ＹＡｌＯ3:Ｇｄ、ＳｒＢ4Ｏ7：Ｇｄ、ＬａＰＯ4：Ｇｄ、ＬａＭｇＢ

5Ｏ10：Ｇｄ，Ｐｒ、ＬａＢ3Ｏ8：Ｇｄ，Ｐｒ、および（ＣａＺｎ）3（Ｐ０４）2：Ｔｌ
などガドリニウムをドープした材料が挙げられる。
【０１１０】
　またＶＵＣ放射に露光すると、ＵＶＡで発光する蛍光体もある。例えばＬａＰＯ4：Ｃ
ｅ、（Ｍｇ，Ｂａ）Ａｌ11Ｏ19：Ｃｅ、ＢａＳｉ2Ｏ5：Ｐｂ、ＹＰＯ4：Ｃｅ，（Ｂａ，
Ｓｒ，Ｍｇ）3Ｓｉ2Ｏ7：ＰｂおよびＳｒＢ4Ｏ7：Ｅｕなどが挙げられる。
【０１１１】
　例えば、蛍光体を約２５０ｎｍのＵＶＣ放射で励起すると、３００ｎｍを越える、特に
３１８ｎｍと３８０ｎｍ間の紫外線が発光する。
【０１１２】
　さらに、本発明のＵＶランプに特定の機能を有する被覆を組み込むと有用な場合がある
。例えばガラスエレメントの発光面の反対側に、特にＴｉＯ2光触媒を被覆し、この被覆
を紫外線で活性化することによる汚れ防止または自己洗浄機能被覆などがある。
【０１１３】
　本発明のランプは、例えば冷蔵庫や台所棚などの家電装置に組み込むことができる。
【０１１４】
　本発明の全てのランプについて、前記ガラスエレメントをスペーサ（例えば好ましくは
ガラスビーズ等）により一定の距離を保ちつつ同一の半径で若干曲げることができる。こ
れらのスペーサは、その寸法がガラスエレメントの寸法より大幅に小さい場合、離散スペ
ーサと呼ばれ、特に球形、両端を切り取った平行面を有する球形、円筒形など様々な形状
を有することができるが、さらにＷＯ９９／５６３０２に記載されるような多角形断面、
特に十字型断面、を有する平行六面体であっても良い。
【０１１５】
　二つのガラスエレメントの間の間隙は、およそ０．３ｍｍから５ｍｍとなるようにスペ
ーサで固定することができる。真空絶縁ガラスユニットにスペーサを堆積する技法は、仏
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特許出願公開公報第２、７８７、１３３号に開示されている。この方法によれば、特にス
クリーン印刷法により堆積されたエネメルスポットなどの接着剤スポットをスペーサの直
径以下に堆積し、これらのスペーサを、好ましくは傾斜したガラス板上で転がして、スペ
ーサが各接着剤に粘着するようにする。その後、第二のガラス板をスペーサと周辺に堆積
した密封剤との上に配置する。
【０１１６】
　これらのスペーサは、非伝導性材料より作製されており、放電に関与しない、あるいは
短絡の原因とならないようになっている。これらは、特にソーダ石灰タイプのガラスで作
製されることが好ましい。
【０１１７】
　スペーサ材料への吸収による光の損失を防ぐため、これ等の表面を可視光もしくは紫外
線を透過もしくは反射する材料、またはガラスエレメントに使用されるものと同一もしく
は異なる蛍光体材料で被覆することができる。
【０１１８】
　一つの実施形態では、まず大気圧の空気の入った中間空洞を有する密封された封入体を
作製し、次いで真空引きを行い、所望の圧力の気体を導入してランプを作製する。本実施
形態によれば、ガラスエレメントの一つが、その厚さ方向に孔あけされ密封手段によって
塞がれたた少なくとも一つの孔を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１１９】
　本発明の詳細と利点は、添付の図面に説明されるフラットランプの実施例を参照するこ
とで明らかとなるであろう。
【０１２０】
　対象物の様々な要素は、明確性を期するため、必ずしも一定の縮率で描かれたものでは
無いことに留意すべきである。
【０１２１】
　図１は、外面２１、３１および内面２２、３２をそれぞれ有した第一および第二ガラス
板２、３を備える放電フラットランプ１００を示す。
【０１２２】
　ランプ１００はその面２１のみを介して可視光（矢印Ｆ１の記号で示される放射）を発
光し、例えば、照明タイル、天井および壁照明、液晶マトリックスのバックライト、その
他、家電製品に組み込まれて使用される。
【０１２３】
　板２、３は、その内面２２と２３が向かい合うようにスロットを形成し、例えば鉛フリ
ットなど熱膨張係数がガラス板２および３に近いガラスフリットなどの密封フリット８に
よって接合されている。
【０１２４】
　１変形例として、これらの板を、例えばシリコーン接着剤または熱密封されたガラス枠
などで接合しても良い。これ等の密封方法は、板２と３とが異なる熱膨張係数を有する場
合に好適である。これは板３が、ガラス材料、より一般的には半透明または不透明の適当
な誘電体材料で作られる場合があるためである。
【０１２５】
　各ガラス板２、３の面積は例えば約１ｍ2またはそれ以上で、各板の厚さは３ｍｍであ
る。ソーダ石灰シリカガラスが使用される。板は、例えば正方形である。
【０１２６】
　ガラス板間の間隙は、板間に配置されたガラススペーサ９により（一般に５ｍｍ未満の
値に）設定される。ここで、間隙は例えば１ｍｍと２ｍｍの間である。スペーサ９は球形
、円筒形、または立方体、あるいは、例えば十字型などの多角形断面を有している。スペ
ーサの少なくともプラズマガスに曝される側面を、可視光を反射する材料で覆っても良い
。
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【０１２７】
　第二のガラス板３の外縁近くには、孔１３が厚さ方向を貫通しており、その外口は外面
３１に溶接された密封パッド１２（特に銅製）で塞がれている。
【０１２８】
　ガラス板２と３との間の空間１０には、ＶＵＶ帯域で励起した放射を発光させるため、
２５０ｍｂａｒに減圧された５０％ネオン／５０％キセノンガス７１が充満している。間
隙の高さは０．５ｍｍから数ｍｍ、例えば２ｍｍである。
【０１２９】
　内面２２、３２は、例えば単色または混合色の可視光を発光する蛍光体被覆６１で覆わ
れている。照度を高めるため、面３２上の蛍光体をより厚くすることができる。
【０１３０】
　外面２１には、対を成した複数の第一および第二電極４１ａ、５１ａが交互に配置され
ている。これらは、板２，３の辺に平行で、好ましくは透明な被覆（例えばフッ素ドープ
酸化スズなど）であり、互いに平行する固体バンド状とすることができる。
【０１３１】
　１変型例として、特にスクリーン印刷された銀製バンド、または接着された銅製バンド
など、全体的な透過率を満足させるように薄くまたは開口された不透明のバンドを選定す
る。
【０１３２】
　第一および第二電極を面２１上に直接堆積し、例えばＰＶＢ、ＥＶＡまたはＰＵなどで
出来た第一透明電気絶縁体を形成する積層中間層１４ａ、ガラス製バックプレート１５ａ
または特にポリカーボネートもしくはＰＭＭＡ等その他の第二透明絶縁体の順に覆う。特
にガラス製拡散バックプレート、または拡散器の付いたものを取り付けても良い。
【０１３３】
　さらに、第一および第二電極４１ａ、５１ａを積層中間層１４ａとガラス製バックプレ
ート１５ａとの間に挟みこみ、この組をガラスシート２に接合することもできる。
【０１３４】
　このように、第一および第二電気絶縁体１４ａ、１５ａを様々な組み合わせ、例えばガ
ラスシートおよび／またはプラスチックもしくはガラス製品に接着可能なその他の樹脂な
どを組み合わせて形成することができる。
【０１３５】
　このようにして、例えばマグネトロンスパッタリングなどで堆積された、ＰＥＴで支持
された電極や他の積層中間層を、挿入層１４ａとガラス製バックプレート１５ａとの間に
追加することも可能である。
【０１３６】
　第一および第二電極４１ａ、５１ａを、ガラス製バックプレートを使わない別の方法で
ガラス板２に組み合わせることも可能である。これらを、透明電気絶縁体である支持要素
上に堆積しても良い。この支持要素は例えばプラスチック製で、面２１に被覆が押し付け
られるような方法でガラス板に接合されている。この電気絶縁体は、例えば外枠２１に接
着されたＰＥＴプラスチックフィルムでも良い。
【０１３７】
　他の変形例によれば、第一および第二電極４１ａ、５１ａを、例えば導電帯からなるバ
ンドの形状でガラス板２に組み込み、第一および第二絶縁体を省くことも可能である。
【０１３８】
　またこれらをピッチｐ１が３ｍｍ、幅Ｉ４が約２０μｍのワイヤ配列からなるバンドの
形状で積層中間層１４a中に組み込むこともできる。
【０１３９】
　最後の変形例では、第一および第二電極４１ａ、５１ａを、蛍光体層６１およびガラス
フリットまたはビスマス型の不透明または透明な誘電体からなる中間層の下方内面３２上
に堆積する。
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【０１４０】
　第一および第二電極４１ａ、５１ａには、柔軟なシム１１ａ、または変形例として、溶
接されたワイヤを介して電圧が負荷される。より詳しくは、各第一電極（または第二電極
）はそれぞれガラスシート２の外周に堆積され前記シムに接続する同一のブスバー（明確
性のため図示省略）に接続されている。
【０１４１】
　高周波電圧信号は、例えば、振幅Ｖ１が１５００Ｖで周波数が１０ｋＨｚと１００ｋＨ
ｚの間、例えば４０ｋＨｚ、の正弦信号である。電極４１ａ、５１ａの各対の間に共面放
電が発生する。
【０１４２】
　第一電極４１ａのみに正弦信号を供給し、第二電極５１ａを接地することもできる。代
わりに、第一および第二電極４１ａおよび５１ａに例えば７５０Ｖの逆相正弦信号を供給
することもできる。
【０１４３】
　勿論、振幅を変化させこれによって照度を変化させるための制御システムを設けること
もできる。
【０１４４】
　この正弦波供給信号に係わらず十分に均一な放電を得るために、外面３１全体を実質的
に覆う第三電極４２ａを形成する導電性被覆をガラス板３上に設ける。この被覆は、例え
ばスクリーン印刷法で堆積した銀などの不透明被覆である。
【０１４５】
　第一および第二電極の場合のように、この第三電極を一つ以上の誘電体で被覆すること
および／または積層に組み込むこと、さらに導電性配列の形状にすることなどができる。
この場合、第一および第二誘電体を透明とする必要が無くなる。
【０１４６】
　この第三電極４２ａを、例えば導電性ワイヤ網としてガラス板２に組み込むこともでき
る。
【０１４７】
　また、この第三電極４２ａを、蛍光体層６１と、ガラスフリットまたはビスマス型の不
透明または透明な誘電体で出来た中間層との下方の内面３２上に堆積することもできる。
【０１４８】
　この第三電極４２ａは点火の際に接地される。
【０１４９】
　この第三電極４２ａは、可視光を面２２に反射し、このため好ましくはアルミニウムを
選定する。
【０１５０】
　この第三電極は、例えば切替可能ミラーなどフラットランプに付随する光電子工学要素
（図示せず）の電極としても機能する。
【０１５１】
　第一および第二電極４１ａ、５１ａの幅をＩ１、電極間空間の幅、すなわち隣接する電
極４１ａと５１ａとの間の空間をｄ１とする場合、Ｉ１はｄ１以上、例えばＩ１を数ｃｍ
、特に５ｃｍ、とし、ｄ１をおよそ０．５ｃｍに等しいものとする。
【０１５２】
　１変形例として、このランプ１００は二つの発光面を有し、装飾や建築照明などのラン
プとして機能する。その際、電極４２ａには透明な材料を選ぶか、または全体の透明度を
満足させるため、導電性配列からなる電極４１ａ、５１ａ、４２ａの幅のピッチに対する
比を好ましくは５０％未満とする。
【０１５３】
　このランプ１００は、照明用（そして全体的に透明な）窓、または建築物窓の付随物（
かもい等）または自動車窓（サンルーフ、側窓等）に使用することができる。この場合蛍
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光体６１と、電極４１ａ、５１ａ、４２ａまたは導電性配列からなる電極４１ａ、５１ａ
、４２ａとに透明な材料を選択し、全体の透明度を最適化するため幅のピッチに対する比
を好ましくは１０％以下、場合によっては１％以下とする。第三電極４２ａはさらに照度
調整または低照射率機能としての目的も果たす。
【０１５４】
　図２に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造２００は、以下に詳述す
る点を除いて、図１と同じ構造を適用している。
【０１５５】
　例えば色つきの均一なスクリーン光を得るため、放射は気体７２から直接発光され、蛍
光体は使用されない。気体７２には、例えば紫色を得る場合にはアルゴンが選定される。
【０１５６】
　このランプは二つの面２１、３１を介して発光し（照射方向は矢印Ｆ１、Ｆ２の記号で
表示）、例えば照明壁または仕切りとして機能する。
【０１５７】
　ランプ２００は複数の第三電極４２ｂを備え、その各々は電極間空間と中心の合ったバ
ンドとなっており、投影において、この空間全体を占めている。
【０１５８】
　全ての電極は互いに平行で、また板２、３の辺に対して平行である。幅Ｉ１またはＩ２
は同一で典型的には４ｃｍであり、この幅は幅ｄ１と第三電極４２ｂ間の幅ｄ３に等しい
。
【０１５９】
　さらに、一方では第一および第二電極４１ｂ、５１ｂが、また他方では第三電極４２ｂ
が、それぞれ電気絶縁支持要素１４ｂおよび１４１ｂ上に透明な導電層として堆積されて
おり、この支持要素は、電極がそれぞれの対応面２１および３１に対し押し付けられるよ
うに、例えば接着剤により、それぞれのガラス板２および３に接合されている。電気絶縁
体１４ｂ、１４１ｂには、例えばＰＥＴまたはポリカーボネートを用いることができる。
【０１６０】
　１変形例において、電極は例えば銅製で、非常に良好な透明度を維持するため幅Ｉ４の
ピッチｐ１に対する比が好ましくは１０％以下、場合によっては１％以下の導電性配列と
なっている。
【０１６１】
　電極４１ｂ、５１ｂ、４２ｂの対応するガラス板２、３に相対する位置とそれらの性質
は、第一実施形態の電極４１ａ、５１ａの場合に記載のように、様々であり得る。
【０１６２】
　電極４１ｂ、５１ｂおよび第三電極４２ｂの対応するガラス板２、３に相対する位置は
、例えば、第一実施形態の電極４１ａ、５１ａの場合について記述したように、ガラス板
の一つに関連する単一積層と異なっても良い。
【０１６３】
　さらに、第一および第二電極４１ｂ、５１ｂには、例えば負荷サイクルが約１５％、振
幅Ｖ２が８００Ｖの正の矩形パルスなどの連続パルス形状のＡＣ信号が供給される。
【０１６４】
　第一電極４１ｂに電圧を負荷し、第二電極５１ｂを接地しても良い。
【０１６５】
　そして第三電極４２ｂにＶ０２が１００Ｖまたは０Ｖに選定されたＤＣ電圧が供給され
る。
【０１６６】
　図３に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造３００は、以下に詳述す
る点を除いて、図１に示す構造と同一である。
【０１６７】
　ランプ３００は面３１のみを介してＵＶＡ放射を発光し（放射方向は矢印Ｆ１の記号で
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表示）、例えば日焼け用ランプに使用される。
【０１６８】
　ガラス板２と３との間の空間１０には、ＵＶＣで励起する放射を発光するように２００
ｍｂに減圧されたキセノン／インジウム混合物７３が充満している。
【０１６９】
　内面２２、２３（または変形例として、内面２２のみ、場合によっては適当なガラスの
外面）は、ＵＶＡ、好ましくは３５０ｎｍを越える領域の放射を発光する蛍光体材料の被
覆６３、例えばＹＰＯ4：Ｃｅ（ピーク位置３５７ｎｍ）、または（Ｂａ，Ｓｒ，Ｍｇ）3

Ｓｉ2Ｏ7：Ｐｂ（ピーク位置３７２ｎｍ）またはＳｒＢ4Ｏ7：Ｅｕ（ピーク位置３８６ｎ
ｍ）などで覆われている。蛍光体層６３は、照度を高めるため面３２上でより厚くするこ
とができる。
【０１７０】
　Ｓａｉｎｔ－Ｇｏｂａｉｎ社が販売するＰｌａｎｉｌｕｘ（登録商標）などのソーダ石
灰シリカガラスを少なくとも板３、好ましくは板２，３の両者、に選定する。このガラス
は、３５０ｎｍ近傍で８０％超のＵＶＡ透過率を有し、コストを低減する。その熱膨張係
数は、約９０×１０-8Ｋ-1である。
【０１７１】
　第一および第二電極４１ｃ、５１ｃは電気絶縁材１４ｃで被覆されている。電極４１ｃ
、５１ｃの対応するガラス板２に相対する位置は、第一実施形態の電極４１ａ、５１ａの
場合のように様々である。
【０１７２】
　第三電極４２ｃは、第一および第二電極４１ｃ、５１ｃに対応する複数のバンドを形成
する。紫外線の発光面、即ち第三電極を支持する面は安全のため接地されている。
【０１７３】
　４１ｃから５１ｃまでの全ての電極は、例えばスクリーン印刷された銀製バンド、また
は面２１、３１に接着された銅製バンドである。これらの材料はＵＶに対して比較的不透
明なため、全体的なＵＶ透過を増大させるようにＩ２のｄ３に対する比を調整する。
【０１７４】
　例えばこのＩ２のｄ３に対する比は約２０％以下で、例えば幅Ｉ２は４ｍｍでｄ３は２
ｃｍに等しく、各第三電極４２ｃは電極間空間の中心に位置している。相補的に、幅Ｉ１
は２ｃｍでｄ１は４ｍｍに等しいものとなっている。
【０１７５】
　また、３６０ｎｍを越える領域で不透明なＳｎＯ2：Ｆ型の透明な導電性層を選択して
電極にすることもできる。
【０１７６】
　さらに、１変形例では、電極を導電性の配列とし、好ましくは電極の幅に従って、その
ピッチおよび／または幅を全体的なＵＶ透過に適合させる。これらの配列は、関係するガ
ラス板２、３に配置された導電性格子ワイヤの形状をとっても良い。
【０１７７】
　さらに、電極材料としてＵＶに対して透明な材料を選定し、例えば、幅が広く発光面側
における電極間の距離が短くなるようにすることができる。
【０１７８】
　関連するガラス板２、３に相対する電極４１ｃ、５１ｃおよび第三電極４２ｃの配置は
様々で、例えばこれらをそれぞれ外面２１と内面３２に置く、またはその逆とすることも
可能である。
【０１７９】
　そして、供給を逆とし振幅をＶ３、Ｖ０３とすることも可能である。第三電極を面３１
への被覆材と組み合わせることも可能である。面３１はＵＶを反射するために、アルミニ
ウムで被覆することができる。
【０１８０】
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　第一の変形例では、ガドリニウム基の蛍光体を選定し、少なくとも板３には、ホウケイ
酸ガラス（熱膨張係数３２×１０-8Ｋ-1）、またはＦｅ2Ｏ3含有量が０．０５未満のソー
ダ石灰シリカガラス、あるいはキセノン単体、またはキセノンとアルゴンおよび／または
ネオンとの混合気体などの希ガスを用いる。
【０１８１】
　第二の変形例では、ＵＶＣランプを得るため、蛍光体を使用せず少なくとも板３に溶融
シリカまたは石英ガラスを使用する。気体は希ガスとハロゲンの混合気、または二原子ハ
ロゲン、場合によっては水銀として、特に空気、水または表面の殺菌／消毒に使用する殺
菌効果のある、好ましくは２５０ｎｍと２６０ｎｍの間のＵＶＣ放射を行う。例として、
Ｃｌ2またはＸｅＩまたはＫｒＦが挙げられる。
【０１８２】
　第三の変形例では、ＶＵＶランプを得るため、蛍光体を使用せず少なくとも板３に高純
度溶融シリカを使用する。
【０１８３】
　第四の変形例では、可視光を放射するランプを得るため、可視領域で発光する蛍光体を
選択する。この構成におけるランプは、二つの面２１、３１を介して照射を行う。二つの
面間の全体的な透過率を変えることで、差を持たせた照明を得ることができる。
【０１８４】
　図４に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造４００もまた、以下に詳
述する点を除いて、図１と同じ構造を適用している。明確さのため、スペーサは示されて
いない。
【０１８５】
　このランプは、二つの面２１、３１を介して白色光を発光し（光は矢印Ｆ１、Ｆ２の記
号で示す）、装飾または建築照明用に用いられる。
【０１８６】
　さらに、一方で第一および第二電極４１ｄ、５１ｄ、他方で第三電極４２ｄが、それぞ
れ内面２２，３２に直接堆積され、ガラスフリット等の透明誘電体材料によって被覆され
ている。
【０１８７】
　電極４１ｄ、５１ｄ、４２ｄの幅Ｉ１及びＩ２は同じで、典型的には６ｃｍである。こ
れらの幅Ｉ１およびＩ２は幅ｄ１より、例えば５倍、大きい。合計Ｉ１＋ｄ１は合計Ｉ２
＋ｄ３に等しい。
【０１８８】
　好ましくは、第三電極４２ｄが各電極間空間を満たすように配置する。ここで第三電極
の辺は、投影において、第一または第二電極の辺と連続になる。代わりに、各第三電極を
対応する電極間空間に対し中心を合わせても良い。
【０１８９】
　電極４１ｄ、５１ｄ、４２ｄの対応するガラス板２、３に相対する位置とそれらの性質
は、第一実施形態の電極４１ａ、５１ａの場合と同様に様々である。
【０１９０】
　電極４１ｄ、５２ｄ、４２ｄの配置と第三電極４２ｄの配置も様々で、例えば、第三電
極をガラス板３内に組み込む、または外面３１上に配置することができる。
【０１９１】
　そして第三電極４２ｄにＶ０４が１００Ｖまたは０Ｖに選定されたＤＣ電圧をかける。
【０１９２】
　薄い誘電体の終端における損失は小さいため、正弦信号の振幅Ｖ４は５００Ｖに低減す
る。
【０１９３】
　図５に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造５００もまた、以下に詳
述する点を除いて、図２に示す構造と同じである。
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【０１９４】
　ガラス板は矩形で、気体は例えばキセノン／ネオン混合気である。
【０１９５】
　第一および第二電極４１ｅ、５１ｅは外面２１上に配置された長手方向のバンド形状と
なっている。第三電極４２ｅ（破線で表示）は、実質的に面３２全体を覆う単一の矩形で
ある。
【０１９６】
　さらに、電極４１ｅ、５１ｅの幅Ｉ１は５ｃｍで、この幅は電極間空間の幅ｄ１に等し
くなっている。
【０１９７】
　電極４１から５２ｅまではＳｎＯ2：Ｆ等の透明伝導体で出来ており、照度調整および
／または低照射率機能を有し、ランプは照明用ガラス要素として機能する。内面２１、３
１は蛍光体で被覆されている。
【０１９８】
　ランプ５００は冷蔵庫の棚や、光を出す棚の役割を果たす。
【０１９９】
　このランプ５００と同様ないくつかのランプを組み合わせ、例えば天井を形成すること
ができる。この際、第三電極はアルミニウム等の反射材料で作製されることが好ましい。
【０２００】
　図６に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造６００もまた以下に詳述
する点を除いて、図１と同じ構造を有している。
【０２０１】
　このランプ６００は二つの面２１、３１を介して白色光を発光し（光は矢印Ｆ１，Ｆ２
の記号で表示）、装飾または建築照明、その他、発光パネル、冷蔵庫の棚、陳列ケースま
たは照明窓などとして使用される。このランプ６００は、複数の第三電極４２ｆ、５２ｆ
を備え、これらの電極は板３の辺に平行、かつ互いに平行なバンドを形成し外面３１上に
配置されている。
【０２０２】
　外面３１上にはまた、互いに平行なバンドから成る第四電極５２ｆが配置され、これら
の電極も第三電極に平行で第三電極４２ｆと対を成している。
【０２０３】
　より詳しくは、第一から第四電極４１ｆから５２ｆが、ガラス製バックプレート１５ｆ
、１５１ｆに接合するための積層中間層１４ｆ、１４１ｆに組み込まれた導電性ワイヤ列
の形状となっている。
【０２０４】
　例えば、ピッチｐ１は３ｍｍで、幅Ｉ４は約２０μｍである。
【０２０５】
　電極４１ｆ、５１ｆ、４２ｆの対応するガラス板２、３に相対する位置とそれらの性質
は、第一実施形態の電極４１ａ、５１ａの場合と同様に様々である。電極４１ｆ、５１ｆ
および第三、第四電極４２ｆ、５２ｆの対応するガラス板２、３に相対する位置も様々で
ある。
【０２０６】
　電極４１から５２ｆの幅Ｉ１、Ｉ２は同じで、典型的には４ｃｍである。これらの幅を
さらに幅ｄ１およびｄ２に等しくなるように選ぶ。
【０２０７】
　好ましくは、第一電極と第二電極との間の各電極間空間が満たされるように、第三およ
び第四電極４２ｆと５２ｆを配置する。またこれらの電極４２ｆ、５２ｆを、第一電極お
よび第二電極４１ｆ、５２ｆの中心と合わせることもできる。
【０２０８】
　一方では第一電極および第二電極４１ａ、５１ａに、他方では第三電極および第四電極
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４２ｆ、５２ｆに、好ましくは約１５００Ｖ、２０ｋＨｚで同一または同等の振幅Ｖ６お
よびＶ６’を有する正弦信号を負荷する。
【０２０９】
　このランプ６００は二重共面放電ランプである。何故ならば、このランプは一方では電
極対４１ｆ、５１ｆの間で、また他方では電極対４２ｆ、５２ｆの間で共面放電を発生す
るためである。
【０２１０】
　勿論、振幅を変化させ、それにより照明を変化させるための制御システムを設けたり、
場合によっては二つの放電のために独立した電源を設たりすることも可能である。
【０２１１】
　各放電を均一にし、ランプ６００が輝度および発光効率の点で優れた性能を発揮できる
ようにする。
【０２１２】
　気体の圧力を２００ｍｂに設定し、照明面積を３０ｃｍ×３０ｃｍとする。輝度は１５
００Ｃｄ／ｍ2に達し、発光効率は３５ｌｍ／Ｗに達する。
【０２１３】
　変形例において、圧力は１００ｍｂで、信号は４０ｋＨｚで１０％の負荷サイクルを有
するパルス信号である。４ｃｍ、５ｃｍおよび６ｃｍの幅に対し、それぞれ輝度１４００
Ｃｄ／ｍ2,１３００Ｃｄ／ｍ2および１５００Ｃｄ／ｍ2、発光効率３０ｌｍ／Ｗ、４０ｌ
ｍ／Ｗおよび４５ｌｍ／Ｗが得られる。
【０２１４】
　蛍光体６６は各内面２２、３２の全体を実質的に覆う。変形例では、内面２２、３２の
一部のみを蛍光体材料で覆う場合がある。このようにして、電極がランプの体積全体に放
電を行う場合でも、ある領域に蛍光体を分離して配分することにより、透明領域に並置す
る照明領域を構成するよう、当該領域のみでプラズマから可視光へのエネルギー変換を行
うことができる。これらの領域に、装飾的な形体や、ロゴ、商品名の表示等を形成するこ
ともできる。
【０２１５】
　図７に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造７００もまた以下に詳述
する点を除いて、図６と同じ構造を有している。
【０２１６】
　ランプ７００は面２１のみを介して可視光を発光する。（照射方向は矢印Ｆ１の記号で
示す。）
【０２１７】
　第一および第二電極４１ｇ、５１ｇは、積層中ではなく板２に直接堆積される。これら
の電極は透明フィルムまたはスクリーン印刷された銀製バンド、または全体的な透過率を
補正するように適合された他の導電性配列から構成される。
【０２１８】
　第三および第四電極４２ｇ、５２ｇは内面３２に配置され、例えばアルミナなどの不透
明な誘電体１６’で覆われ、蛍光体被覆６７は気体７７と接触したままの状態となってい
る。蛍光体は、照度を高めるため面３２上でより厚くすることができる。
【０２１９】
　電極４１ｇ、５１ｇ、４２ｇ、５２ｇの幅Ｉ１，Ｉ２は等しく設定され、典型的には５
ｃｍである。幅ｄ１およびｄ２も等しく設定されている。これらの幅Ｉ１およびＩ２は、
幅ｄ１およびｄ２より例えば１０倍大きい。
【０２２０】
　第三および第四電極４２ｇ、５２ｇは各電極間空間が満たされるように配列されている
。例えば、第三電極の辺は、投影において、第一または第二電極の辺と連続になる。代わ
りに、各第三電極をそれぞれの電極間空間に対し中心を合わせても良い。
【０２２１】
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　このランプは、例えば液晶マトリックスのバックライトまたは照明タイル用装置である
。
【０２２２】
　図８に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造８００もまた、以下に詳
述する点を除いて、図６と同じ構造を有している。
【０２２３】
　電極４１ｈ、５１ｈ、４２ｈ、５２ｈの幅Ｉ１，Ｉ２は等しく設定され、典型的には５
ｃｍである。幅ｄ１およびｄ２も等しく選定されている。これらの幅Ｉ１およびＩ２は幅
ｄ１およびｄ２より例えば１０倍大きい。
【０２２４】
　第三および第四電極４２ｈ、５２ｈは各電極間空間が満たされるように配列されている
。例えば、各第三電極をそれぞれの電極間空間に中心を合わせて配置する。
【０２２５】
　蛍光体被覆６８を表示要素に成形しても良い。
【０２２６】
　さらに、電極４１ｈから５２ｈを、積層内部ではなく、透明な導電性フィルムで作成す
ることもできる。
【０２２７】
　気体の圧力を１００ｍｂに等しく設定し、信号を周波数４０ｋＨｚ，負荷サイクル１０
％のパルス信号とし、照明面積を３０ｃｍ×３０ｃｍとする。
【０２２８】
　代わりに、第三電極の辺は、投影において、第一または第二電極の辺と連続にする。こ
のようにすると輝度は２５００Ｃｄ／ｍ2に達し、発光効率は３５ｌｍ／Ｗに達する。
【０２２９】
　図９に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造９００もまた、以下に詳
述する点を除いて、図８に示す構造と同じである。
【０２３０】
　ガラス板は矩形で、電極４１ｉ、５１ｉ、４２ｉは外面２１、３１に配置された横方向
のバンド形状である。
【０２３１】
　図１０に示す実施形態において、共面放電フラットランプの構造１０００もまた以下に
詳述する点を除いて、図６と同じ構造を有している。
【０２３２】
　このランプ１０００は、二つの面２１、３１を介して白色光を発光し、その照明は面２
１と同一側でより強く（光を太さを変えた矢印Ｆ１’とＦ２の記号で表示）、装飾用また
は建築照明用のランプとして使用される。
【０２３３】
　第一および第二電極４１ｊ、５１ｊは導電性ワイヤの形状で、より詳しくは、例えば銅
で出来た第一連の互いに平行なワイヤと、この第一連に直角な第二連の互いに平行なワイ
ヤとから形成される。これらの配列は薄いＰＥＴタイプのプラスチック１４３ｊに支持さ
れ、ガラス製バックプレート１５ｊ、１５１ｊに接合するための、ＰＶＢまたはＰＵまた
はＥＶＡで出来た二つの積層中間層１４１ｊ、１４２ｊの間に配置されている。電極は例
えば面２２と３２に向かって配向されている。
【０２３４】
　全体の透過率を最適化するため、ワイヤ幅Ｉ４のワイヤピッチｐ１に対する比率は１０
％以下に選定されており、例えば、幅Ｉ４は１０μｍでピッチｐ１は１００μｍ以上であ
る。さらにＩ１は６ｃｍでｄ１は１ｃｍに等しい。
【０２３５】
　第一および第四電極４２ｊ、５２ｊは銀製バンドで、例えば、面３１上にスクリーン印
刷法で堆積され、積層中間層１４１ｊとガラス製バックプレートとの間に配置される。最
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【０２３６】
　第三および第四電極４２ｊ、５２ｊの投影は、対応する電極間空間を満たし、これら空
間に対し中心がずれているが、中心が合っていても構わない。
【０２３７】
　蛍光体層６７０は、面３１に対向する側で厚くなっており、照明の差分を大きくする。
【０２３８】
　上述した例は本発明を限定するものではない。
【０２３９】
　第２、第３、第４、第５の実施形態の第三電極は、交互に配置された第三、第四電極と
置き換えることもできる。
【０２４０】
　同様に、第６、第７、第８、第９および第１０の実施形態の第三および第四電極は、一
定の電位の第三電極と置き換えることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２４１】
【図１】本発明の第１実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である。
【図２】本発明の第２実施形態における共面放電ＵＶフラットランプの概略断面図である
。
【図３】本発明の第３実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である。
【図４】本発明の第４実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である。
【図５】本発明の第５実施形態における共面放電フラットランプの概略上面図である。
【図６】本発明の第６実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である。
【図７】本発明の第７実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である。
【図８】本発明の第８実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である。
【図９】本発明の第９実施形態における共面放電フラットランプの概略上面図である。
【図１０】本発明の第１０実施形態における共面放電フラットランプの概略断面図である
。
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【図１０】



(27) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(28) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40



(29) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40



(30) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40



(31) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40



(32) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

30

40



(33) JP 2009-506489 A 2009.2.12

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,L
C,LK,LR,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG
,SK,SL,SM,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100093665
            弁理士　蛯谷　厚志
(72)発明者  オーデイ，ギローム
            フランス国，エフ－９３４００　サン－ウアン，リュ　アンセルム　１７
(72)発明者  ザン，ジャングウェ
            フランス国，エフ－９１３００　マシー，リュ　デ　リュエル　３８
(72)発明者  デュロン，ディディエ
            フランス国，エフ－９２１００　ブローニュ　ビランクール，バチマン　３，ブールバール　ジャ
            ン　ジョレ　２３３
(72)発明者  ギロ，フィリップ
            フランス国，エフ－８１１５０　テルサック，シュマン　ドゥ　ラローク　１１　ビス
(72)発明者  カレガリ，ティエリー
            フランス国，エフ－３１４００　トゥールーズ，アブニュ　ジュル　ジュリアン　２　ビス，アパ
            ルトマン　１５ア
(72)発明者  ベレングエール，フィリップ
            フランス国，エフ－３１４５０　ポンペルトゥザ，シュマン　ドゥ　カンマ　４


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

